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歳
出
の
膨
張
を
招
く
少
数
与
党
の
政
権

官
僚
と
政
治
家
の
有
る
べ
き
関
係
と
は
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―
―
大
学
時
代
は
弁
護
士
を
志
し
て
い
た
と
伺
い
ま
し
た
。

武
藤
　
東
京
大
学
文
科
一
類
に
進
学
し
、
法
学
部
に
進
み
ま

し
た
。
在
学
中
に
司
法
試
験
に
合
格
し
て
弁
護
士
に
な
る
つ

も
り
で
い
た
の
で
す
が
、
周
囲
の
友
人
達
は
国
家
公
務
員
試

験
も
受
験
す
る
予
定
だ
と
聞
き
、
私
も
司
法
試
験
と
並
行
し

て
挑
戦
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
夏
に
筆
記
試
験
に
合
格
す
る

と
、
直
ぐ
に
各
省
の
面
接
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
新
聞
等
の

報
道
を
通
じ
て
、
日
本
の
中
枢
で
国
家
の
運
営
を
担
っ
て
い

る
の
は
大
蔵
省（
現
・
財
務
省
）で
あ
る
と
感
じ
、
門
を
叩
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
司
法
試
験
に
も
無
事
合
格
し
た
為
、
進

路
に
は
悩
み
ま
し
た
が
、
公
益
の
為
に
働
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
勝
り
、
官
僚
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

―
―
財
務
省
時
代
で
印
象
に
残
る
仕
事
は
何
で
す
か
。

武
藤
　
財
務
省
で
は
、
長
く
予
算
編
成
に
関
わ
り
、
マ
ク
ロ

経
済
の
視
点
と
個
別
課
題
の
両
面
を
考
慮
し
な
が
ら
、
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
事
に
腐
心
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
予

算
は
単
に
案
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、
内
閣
の
承
認
を
経
て
、

国
会
で
議
決
さ
れ
な
け
れ
ば
執
行
出
来
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

複
雑
な
民
主
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
験
出
来
た
事
は
、
私
に

と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。

―
―
個
別
に
は
ど
の
様
な
分
野
を
担
当
し
た
の
で
す
か
。

武
藤
　
１
９
８
０
年
代
の
中
曽
根
康
弘
政
権
時
代
に
、
公
共

事
業
予
算
を
担
当
し
た
際
は
、
米
国
か
ら「
貿
易
黒
字
を
減

ら
す
為
に
国
内
消
費
を
増
や
せ
」と
し
き
り
に
言
わ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
景
気
を
刺
激
す
る
為
に
公
共
事
業
を
増
や
し
て

行
く
の
で
す
が
、
予
算
に
は
限
り
が
有
る
為
、
政
治
家
と

様
々
な
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
合
意
を
形
成
す
る
必
要
が
有

る
。
そ
う
し
て
政
治
と
濃
密
な
関
わ
り
を
持
っ
た
事
が
、
そ

の
後
、
主
計
局
長
や
事
務
次
官
に
な
っ
た
時
に
生
き
ま
し
た
。

―
―
超
少
⼦
⾼
齢
時
代
の
社
会
保
障
の
在
り
⽅
に
つ
い
て
ど

昨年の衆議院選挙で大敗した石破茂内閣は、
少数与党となり、厳しい政権運営を余儀無く
されている。初の予算審議でも、国民民主党
から「103万円の壁の引き上げ」、立憲民主
党からは「学校給食の無償化」、日本維新の
会からは「高校授業料無償化」とそれぞれ要
求を突き付けられ、予算の修正は避けられな
い状況だ。社会保障費の将来像についても、
具体的な議論を前に進められるのか不安が
残る。こうした状況は、日本の財政や政治に
どの様な影響を及ぼすのだろうか。元財務官
僚で、事務次官や日銀副総裁等を務めた大
和総研名誉理事の武藤敏郎氏に政治の在り
方や政治家と官僚の関係等について話を聞
いた。


